
  

 

9 月 9日早朝、台風 15号が千葉市付近に上陸し、県内に大

きな被害をもたらしました。このため、被災された方を支援す

る、災害ボランティアセンター（災害VC）が各地で設置され

ました。本会では鋸南町・多古町・富津市・館山市で、災害

VCの運営支援をしました。また、その後の台風や記録的な大

雨による被害が発生しているため、今後も継続して支援を行っ

ていきます（10月末日現在、延べ 51名を派遣）。本号では、

鋸南町での災害VC立上げ支援について、お伝えいたします。 

9月 13日「支援要請を受けて」 

9 月 13 日朝、鋸南町社会福祉協議会から、災害VC立上げ

支援要請が、千葉県社会福祉協議会経由でありました。 

同日午前、本センターより、職員 2名で災害ボランティア

センター立上げ用の資材を積み込み、災害 VC設置場所の鋸南

町役場に向かいました。資材は、災害 VC運営用のもの（文具、

PC、無線機等）を中心に、発電機などの停電用の資機材など

を用意しました。同日午後 1時ごろ、鋸南町役場に到着し、

立上げと明日の運営について、鋸南社協職員や支援されている

方とも意見交換、様式やレイアウトの確認、受付やマッチング

などの班分け、スタッフの割り当てなどを行いました。通信環

境もまだ回復しておらず、ニーズ（お困りごと）の件数も少な

かったため、地域に災害VC設置の周知やお困りごとをお聞き

するための、災害VCチラシのポスティング・ニーズの聞き取

り等の準備をして、ボランティア受入れ初日に備えました。 

9月 14日「ボランティア受付初日」 

 ボランティア受付時間が 8時開始というのもあり、６時過ぎに

設置場所の役場に到着。前日準備したポスティング資材の確認

や机などの設置、ボランティアさんの流れ、様式の確認などを、

応援社協職員やボランティアスタッフの皆さんと準備してい

きました。当日は、家の片づけ、チラシのポスティング訪問や

支援物資の受け渡しなどで、200名以上のボランティアさんが

駆け付けました。 

一方、通信の復旧が完全ではないため、被災された方も来所、

多くの方が相談に来られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシ配布・訪問活動準備 

オリエンテーションの様子 

令和元年 11 月 1 日発行 

浦安市社会福祉協議会 
浦安市災害ボランティアセンター 
〒279-0042 浦安市東野 1-7-1  
☎047-355-5520 fax 050-3153-2421   
E-mail info@urayasusvc.jp 
ホームページ http://urayasusvc.jp 

NEWS & TOPICS  ～毎号、災害ボランティアに関するニュースや出来事をお知らせします～ 

 

ボランティアの受付風景 

現在の災害ボランティア募集状況は、以下をご参照ください。 

「千葉災害ボランティア情報」https://chiba.shienp.net 



 

 

 

本会局長からの趣旨説明 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

9 月 26 日、第 1 回の本センター運営連携委員会を開催

しました。委員である市社会福祉課、市危機管理課、本会

生活サポート班、浦安青年会議所、市民生委員児童委員協

議会、市自治連の方々にご出席いただきました。今回は、

台風 15 号被害への本センターの支援状況や昨年度の災害

VC ニーズ聞取り訓練の振り返りを通じて、意見交換を行

いました。万が一、浦安で災害が起きたときに備え、今後

も、災害時に効果的な連携ができるように、実践事例を元

に備えを共に進めていきたいと思います。 

災害VC模擬運営 

受付の様子 

災害VC運営連携会議 

8 月 31 日・9月 1日に、災害ボランティア養成講座の入

門編・コーディネーター編を開催しました。「入門編」では、

災害ボランティアとして活動するために必要な装備や注意

点、東日本大震災時の本会の活動、災害VCの概要などを

本センター専門スタッフよりお伝えいたしました。「コーデ

ィネーター編」では、災害VC模擬運営・図上訓練の他、

入船自治会の方より、自主防災組織の活動や東日本大震災

時の対応についてお話いただき、参加者からはアパートな

どの自治会未加入世帯の支援や平時の災害時要援護者対応

などの質問がでました。また、「手をつなぐ親の会」の方か

らは、「東日本大震災時の要援護者対応」について、災害時

の連絡方法や対応、取り残されがちな障がい者支援につい

て、生の声をお聞きすることができました。 

 

  

運営連携委員会と同じく 26日、浦安青年会議所（浦安 JC）

と本会との合同研修会を、中央公民館で開催しました（29

名参加）。前半は台風15号被害に対して、県内の災害 VCへ

の支援活動について、お互いの活動報告を行い、講師の李氏

（にいがた災害ボランティアネットワーク）からも、千葉県

災害VCでの支援状況や過去の災害での連携について共有が

ありました。後半は、本会、浦安 JC でグループを作り、お

互いの団体の特徴や普段の事業、災害時の強みなどを共有

し、今後の連携について話し合いました。 

研修を通して、顔の見える関係から、万が一の災害のとき

も気軽に相談ができ、連携し合える関係づくりへとつなぐこ

とが出来ればと思います。 


